
光 市 記 者 発 表 資 料 
                              令和 2 年 10 月 21 日

件  名 光市がデザインした大漁旗の完成について 

内  容  

 

東京大学生産技術研究所が展開している「日本各地を繋ぐ大漁旗プロジェクト」に応募するため、

8月13日から9月8日までの間に、市民の皆様などから「私がSDGsの目標に取り組むこと」を募集し、デザ

インを進めていましたが、下記のとおり、大漁旗が完成しましたので発表します。 

 

記 

 

１ 光市がデザインした大漁旗 

   別紙のとおり。 

  【デザインに込めた想い】 

市内のボーイスカウトの皆様にご協力をいただき、「光市の魅力」としてスケッチで描いて

いただいた、日本の渚百選に選ばれる白砂青松の室積・虹ケ浜海岸をはじめ、市の花の「ウメ」

や市の木である「クロマツ」、さらには、初代内閣総理大臣伊藤博文公の生誕の地であることや、

山口県の指定天然記念物であるクサフグの産卵の地として有名なことなどを基にデザインし

た。 

また、大漁旗プロジェクトのテーマの一つである「SDGs」の認知度を高めるとともに、コロ

ナ禍におけるまちづくりへの連帯感の醸成につなげていくため、旗の中央に、本市の最も大き

な強みである市の名前の「光」を縁取り、その中に、「私がSDGs の目標に取り組むこと」とし

て、市民などからお寄せいただいた195件と 11団体24件で合わせて219件をちりばめるとと

もに、波を虹のように表現することで、『一人ひとりの想いを、SDGsの目標年限である2030年

に向けた懸け橋としたい』との思いを込めた。 

このように、「豊かな自然」とまちづくりの原動力である「市民力」という本市の２つの資

源を強調したデザインとしている。 

 

２ 応募された「私がSDGsの目標に取り組むこと」 

   市民などから195件と11の企業や事業所、団体から24件 合計219件 

    ※詳細については、別紙のとおり。 

 

３ 完成年月日 

   令和2年10月16日（金） 

 

４ 今後について 

   プロジェクトの主催者の東京大学生産技術研究所により、完成した大漁旗を日本沿岸で航行す

る船に託して各地を繋いだあと、令和 3 年 2 月 14 日（日）に、東京大学の安田講堂で、本市をはじ

め応募した約50の自治体の旗が飾られる「大漁旗お披露目イベント（仮称）」が開催される予定です。

   その後、すべての取組みが終了した後に、旗が光市に寄贈されることとなっています。 

 

【担当】 光市政策企画部 

広報・シティプロモーション推進室 

広報・シティプロモーション推進係 温品 大輔 
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